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取扱説明書 
WVP/WAP-NHL 

WVP/WAP-NHP 

 

 

 

 

 

 

 

警報設定器(ＬＣＤ表示タイプ) 
ALARM SETTER 

 

この度は、製品をお買い上げいただき誠にありがとう
ございます。ご希望通りの仕様であるか、定格ラベルの
表示事項をお確かめの上、この説明書にそってご活用下
さい。 
本取扱説明書では、本器の取扱い方法、接続方法及び

調整方法について説明しています。 
本器は、厳重な品質管理基準にもとづいて製造・検査

されておりますので、ご満足いただけるものと信じてお
ります。万一、輸送上の破損等で不都合がございました
ならば、なるべく早く弊社またはお買い上げいただいた
販売店までご連絡下さいますようお願い申し上げます。 
○梱包物の確認 
・変換器本体  １台  ソケット   １個 
・取扱説明書  １部（本紙） 
・ＬＣＤ表示器操作方法説明書（IM0467・別冊） 

 

１．製品概要 
 

 

 

 

本器は直流電流、電圧信号を入力し、その値が設定値
以上又は以下のときに、２つのリレー接点信号又はオー
プンコレクタ信号を出力する、小形プラグイン式の変換
器です。 
また本器はＬＣＤ表示器付きで、入力実量値の確認、

警報設定値、警報動作方向、警報反転設定、各種パラメ
ータ変更を本体で行うことができます。リレー接点は a 
接点です。（ＮＨＰのリレー出力タイプは、１ａ １ｂ） 
 

２．機能と特徴 
 

 

 

 

・実量値確認モードで入力実量値の確認 
・警報設定値、入力スケーリング、警報動作方向、警報
反転設定、各種パラメータを任意に変更可能 

・長寿命設計による５年保証実現 

・ワールドワイド電源対応 
・ＣＥマーキング対応品 
 

３．形式 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．ご注意事項 
 

 

 

 

１）ＣＥ指令適合品としてご使用される場合 
 ・本器は、設置カテゴリⅡ、汚染度２、最高使用電圧 
  300V の使用に適合しています。また、信号の入力－ 
  出力の絶縁能力は強化絶縁です。設置する前に、本

器の絶縁クラスが、ご使用の要求仕様に満足してい
ることを確認して下さい。 

・本器は制御盤内設置型として定義されるため、必ず 
  制御盤内に設置して下さい。 
 ・2000ｍ以下の高度でご使用下さい。 
 ・適切な空間、沿面距離を確保して下さい。適切な配 
  線がされていない場合、本器のＣＥ適合が無効にな 
  る可能性があります。 
  適合ＥＮ規格：EN 61326-1 EMS:工業設置 
   EMI：ｃｌａｓｓＡ 

配線長 30m以下にて適用 
            EN 61010-1 
            EN IEC 63000 
 
 ・絶縁抵抗： 

入力－第１出力－第２出力－電源端子間相互 
１００ＭΩ以上／ＤＣ５００Ｖ 

 ・耐電圧： 
入力－第１出力－第２出力－電源端子間相互 
ＡＣ２０００Ｖ １分間 

 

２）供給電源について 
 ・定格ラベルをご確認ください。 

① 定格：１００～２４０Ｖ ＡＣ の場合 
ＡＣ１００～２４０Ｖ±１０％（５０／６０Ｈｚ）、約５ＶＡ 

② 定格：２４Ｖ ＤＣ の場合 
ＤＣ２４Ｖ±１０％、約９０ｍＡ 

③  定格：１００～１２０Ｖ ＤＣ の場合 
ＤＣ１００～１２０Ｖ±１０％、約１５ｍＡ 

 

３）取扱いについて 
 ・本体部をソケットから取りはずし、または取り付け

る時は危険防止のため必ず、電源及び入力信号を遮
断して下さい。 

 ・本体のネジに触れる場合は、静電気を除去した後に
行ってください。 

 

４）設置について 
 ・屋内でご使用下さい。 
・塵埃、金属粉などの多い所に設置する場合は、防塵
設計の筺体に収納し、放熱対策を施して下さい。 

・振動および衝撃は、故障の原因となる事があります
ので、極力避けて下さい。 

・周囲温度がＷＶＰは-5～55℃、WAＰは-5～60℃の範
囲を超えない場所に設置して下さい。 



  
〒１５０-０００１ 東京都渋谷区神宮前 ６-１６-１９ 

ＴＥＬ．０３-３４００-６１４１ ＦＡＸ．０３-３４０９-３１５６ 
 

2/4     IM0465-03 

・周囲湿度が 90%RH 以下(非氷結・非結露)の場所に設
置して下さい。 

・本体の通風口をふさがないようにして下さい。 
 
５）配線について 
・電源ライン、入力ライン、出力ラインの配線は、ノ
イズ発生源、リレー駆動ライン、高周波ラインの近
くに配線しないで下さい。 

・ノイズが重畳しているラインと共に結束したり、同
一ダクト内に収納することは避けて下さい。 

 
６）ＬＣＤ表示器での設定変更について 
・本器にて各種パラメータを任意で変更可能で、設定
内容は内部メモリに保存されます。 
内部メモリの書き込み回数制限は最小１万回です。 

 （保持期間１００年） 

※詳細はＬＣＤ表示器操作方法説明書(IM0467)を 

参照してください。 

 

７）入力表示値(実量値)と警報出力動作について 

 ・内部の演算処理の関係上、表示値(実量値)と警報出 

力動作に差異を生じる時があります。 

 
８）その他 
・本器は電源投入と同時に動作可能ですが、全ての性
能を満足するには 30 分間の通電を要します。 

 
９）警報設定値変更モード以外の詳細について 

 ・【警報動作設定変更モード】及び【ツールモード】 

  の操作方法については、別冊のＬＣＤ表示器操作 

  方法説明書(IM0467)をご参照ください。 

 

５．回路構成 
 

 

 

 
１）ＷＶＰ／ＷＡＰ－ＮＨＬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）ＷＶＰ／ＷＡＰ－ＮＨＰ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．接続方法 
 

 

 

 
結線部位      ：Ｍ３．５セムスネジ 
ネジ締め付けトルク ：約０．８Ｎ・ｍ 

 

１）ＷＶＰ／ＷＡＰ－ＮＨＬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子番号 記  号 内  容  

１ 
ＯＵＴＰＵＴ１ 

ＮＯ１※1 リレー接点信号またはオープンコレ

クタ信号が出力されます。 

 

２ ＣＯＭ１  

３ 
ＩＮＰＵＴ 

＋ 規定の入力信号を接続してくださ

い。 

 

４ －  

５ 
ＯＵＴＰＵＴ２ 

ＮＯ２※1 リレー接点信号またはオープンコレ

クタ信号が出力されます。 

 

６ ＣＯＭ２  

７ 
ＳＵＰＰＬＹ 

U(+) 定格電圧の電源を接続してくださ

い。 

 

８ V(-)  
※1：ノーマルオープン端子（ＮＯ：ａ接） 

 

２）ＷＶＰ／ＷＡＰ－ＮＨＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端子番号 記  号 内  容  

１ 
ＯＵＴＰＵＴ１ 

ＮＯ※1 リレー接点信号またはオープンコレ

クタ信号が出力されます。 

 

２ ＣＯＭ１  

３ 
ＩＮＰＵＴ 

＋ 規定の入力信号を接続してくださ

い。 

 

４ －  

５ 
ＯＵＴＰＵＴ１ 

ＮＣ※2 リレー接点信号が出力されます。 

（オープンコレクタ出力は空端子） 

 

６ ＣＯＭ２  

７ 
ＳＵＰＰＬＹ 

U(+) 定格電圧の電源を接続してくださ

い。 

 

８ V(-)  
※1：ノーマルオープン端子（ＮＯ：ａ接） 

※2：ノーマルクローズ端子（ＮＣ：ｂ接） 

  空端子には何も配線しないでください。 



  
〒１５０-０００１ 東京都渋谷区神宮前 ６-１６-１９ 

ＴＥＬ．０３-３４００-６１４１ ＦＡＸ．０３-３４０９-３１５６ 
 

3/4     IM0465-03 

ﾓﾆﾀﾓｰﾄﾞにて Mode ﾎﾞﾀﾝ

を 3 秒押し、警報設定

値変更ﾓｰﾄﾞ(警報設定

選択画面)へ移ります。 

② Up ﾎﾞﾀﾝまたは Down ﾎﾞﾀﾝを押す度に、 

警報 1(AL1)と警報 2(AL2)の設定値が交 

互に表示されます。 

なお、WVP/WAP-NHP(1 出力)では警報 2 

の表示はありません。 
 

③ 各警報設定値を表示した状態で Enter 

ﾎﾞﾀﾝを押すと、警報設定変更画面に切 

替わり、設定値表示が 500msec 毎に点 

滅します。 

④ Up、Down ﾎﾞﾀﾝを操作し、設定する警報 

設定値を表示させます。 

※Up、Down ﾎﾞﾀﾝを長押しすることで、 

早送りが可能です。 

   1 秒以上長押しで早送り 

    3 秒以上長押しで高速早送り 

⑤ Enter ﾎﾞﾀﾝを押すと表示している設定値 

を確定し、警報設定選択画面に移ります。 

(設定値表示の点滅は停止します) 

⑤’設定をｷｬﾝｾﾙしたい場合は、Enter ﾎﾞﾀﾝ 

を押さずに Mode ﾎﾞﾀﾝを押してください。 
 

⑥ Mode ﾎﾞﾀﾝを押すとﾓﾆﾀﾓｰﾄﾞ(実量値確認 

ﾓｰﾄﾞ)に移ります。 
 

７．出力接点仕様 
 

 

 

○リレー接点信号 

ＡＣ２５０Ｖ ５Ａ（抵抗負荷）、ＤＣ３０Ｖ ５Ａ（抵抗負荷） 

最小適用負荷 ５Ｖ １０ｍＡ 

電気的寿命 １０万回以上、機械的寿命 ５０００万回以上 

○オープンコレクタ信号 

ＤＣ３０Ｖ ５０ｍＡ以下、ＯＮ電圧１．２Ｖ以下 

○応答時間 

 約 50msec(入力変化 0～100%、警報設定値が入力値の 50%に 

相当する値のとき、警報が出力されるまでの時間。警報遅延

時間設定および警報ヒステリシス設定が最小値、入力フィル

タ設定がＯＦＦの場合) 

 

８．ＬＣＤ表示前面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本器は、前面に４つの押しボタンを搭載しております。 

押しボタンを操作することにより、各種パラメータの設定 

が可能です。 

設定項目の内容等については、１２．設定項目一覧及び 

９．設定方法フローチャートをご参照ください。 
 

９．設定方法フローチャート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

※実量値は入力スケーリング範囲で設定された数値で表示され

ます。 

 

・ENTER ﾎﾞﾀﾝ、MODE ﾎﾞﾀﾝ、MODE+DOWN ﾎﾞﾀﾝを 3 秒長押しする 

ことによって各設定モードに入ります。 

・各選択画面で MODE ﾎﾞﾀﾝを押すと、実量値確認ﾓｰﾄﾞ(電源投 

入時の画面)に戻ります。 

・UP ﾎﾞﾀﾝ、DOWN ﾎﾞﾀﾝで各設定項目の選択と数値変更を行い 

 ます。 

 ENTER ﾎﾞﾀﾝを押すことによって、設定値が確定されます。 

 (ENTER ﾎﾞﾀﾝを押さずに MODE ﾎﾞﾀﾝを押した場合には、設定 

 は確定されません） 

・各設定及び数値変更の途中で MODE ﾎﾞﾀﾝを押すと選択画面 

に戻ります。 

 
 
 

１０．警報設定値変更モードの操作方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．表示仕様 
 

 

 

 

ＬＣＤ 寿命目安 

有効視野範囲 

文字色 

視野角 

約 10万時間※1 

約 16.0×22.0mm 

黒 

左右 正面から 0～±30° 

上   0～40° 

下   0～10° 

 

バックライト ＬＥＤ 非警報動作時 

警報動作時 

：黄色 

：赤色 

 

・周囲環境によっては黄色に見えない場合があり

ます。 

・また、非警報動作時で約 1 分間キー操作が行わ

れない場合はバックライトは消灯します。 

・キー操作を行うことによりバックライトは点灯

します。 

・警報状態は、警報範囲外にならない限りは解除

されません。 

表示要素 １１ＳＥＧ 設定項目、設定値、実量値を

表示※2 

 ３段階バーグラフ 入力レベルを３段階で表示 

（ｆｓに対して３分割で表示） 

 

表示更新 

サイクル 

400msec  

※1.２５℃±１０℃、４５±２０％ＲＨの環境で、明るさが 

半減する時期の目安 

※2.ＷＶＰ、ＷＡＰ－ＮＨＰ（１出力）では設定値確認モード時、 

２行目には何も表示されません。 

 

1 行目： 

11 ｾｸﾞﾒﾝﾄ 4 桁 

2 行目： 

11 ｾｸﾞﾒﾝﾄ 4 桁 

入力レベル表示 

（３段階） 

Ｕｐ ボタン 

 

Ｄｏｗｎ ボタン 

 

Ｍｏｄｅ ボタン 

 

Ｅｎｔｅｒ ボタン 

 

 

  

 

 

Mode 

 

 

 

 ① Mode３秒 

 

 

 

 

② Down、Up 
 

 

 

 
③ Enter 

 

 

 

 

 ④ Down、Up 

 

 

 

 
⑤ Enter 

⑤’Mode 

 

 

 

 
⑥ Mode 

 

  

 

 

 

①  

実量値確認モード 

(電源投入時の画面) 

設定値確認モード 

警報設定値変更モード 
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１２．設定項目一覧 
 

 

 

※詳細はＬＣＤ表示器操作方法説明書(IM0467)を 

参照してください。 

 
パラメータ各種 設定可能範囲  
警報設定値 入力範囲内：入力スケーリング値（カウント値）

にて任意に設定可能） 

（デフォルト設定 

第 1 出力：入力スケーリング幅の 80％ 

第 2 出力：入力スケーリング幅の 20％） 

入力スケーリング範囲 

 

0.00～99.99／0.0～999.9／0～9999 

-9.99～9.99／-99.9～99.9／ 

-999～999 の 6 モードから選択 

（デフォルト設定“0.0～999.9”） 

 

入力 LOW／HI 設定 入力スケーリング範囲内で設定 

警報動作方向 上方警報：Ｈ動作、下方警報：Ｌ動作 

の設定（各出力ごと） 
 

警報ヒステリシス ヒステリシス幅設定（カウント値にて設定） 

（デフォルト設定“スケーリング幅の 0.2％”） 
 

警報遅延時間 警報発生検出から警報出力までの遅延時間

の設定（0～999sec）  

（デフォルト設定“0sec”） 

警報反転/非反転 警報出力信号の反転、非反転を設定（各出力

ごと） 

（デフォルト設定“非反転”） 

 

入力フィルタ 移動平均処理 ON/OFF 

（デフォルト設定“OFF”） 

入力フィルタを ON にすること（移動平均処理）

で入力ラインに重畳したノイズの影響を軽減で

きます 

 

起動遅延時間 電源起動時の比較動作開始までの遅延時間

設定（０～99sec） 

（デフォルト設定“0sec”） 

 

 

警報出力テストモード 警報 1、2 のテスト出力 ON/OFF  

 設定値コピー ※本器では使用できません 

入力ゼロ・スパン調整 入力のゼロ・スパンの調整 

 
 

１３．範囲外条件に対する動作 
 

 

 

○絶対最大定格 
 スパンに対して±１２０％ 
 ※入力に絶対最大定格を超える電圧や電流を印加しま

すと、機器の破損につながりますので注意してくだ
さい。 

 
 

１４．取付方法 
 

 

 

 

●据置取付の穴加工寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 壁面取り付け用ネジ締め付けトルク 
 Ｍ４：約１．０Ｎ・ｍ 

 

●集合取付要領 

 周囲温度の上昇を防ぐため、上図のように間隔を空け

て取り付けてください。 

１５．ＤＩＮレールとの着脱方法 
 

 

 

 

●ＤＩＮレールへの取付方法 

 
①ソケット表面の文字

が正しく読める方向

に取り付けてくださ

い。底面上部の爪をレ

ールに引っかけて矢

印の方向に軽く押し

込んでください。 

②フックを外側に広げ

てから本体をまっす

ぐソケットに差し込

んでください。 

③フックをかけて固定

してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
●取り外し方法 

 
①両側のフックを外し

てください。 

②本体をまっすぐに引

き抜いてください。 

③ソケットを外すには

スライダの溝にドラ

イバを差し込んで、矢

印の方向に引きなが

らソケットの下部を

手前に引いて外して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６．外形寸法図 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７．保証について 
 

 

 

 

本器の保証期間は納入後５年です。この期間内に通常の使用

条件下において故障が発生した場合は、なるべく早く弊社また

はお買い上げいただいた販売店へご連絡下さい。 

弊社に引き取って無償にて修理を行うか、新品と交換させて

いただきます。 

なお、分解・改造及び通常でない状態でのご使用に対する責

任はご容赦いただきます。 
 




